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【背景および目的】
　現在、診断郡分類包括評価制度（DPC）を採用
している当院では、入院中に持参薬を使用する機会
も多い。そのため予定入院の患者には入院当日、病
棟に行く前に薬局のお薬窓口に寄って持参薬を預け
てもらっている。今まではただ薬を受け取るだけで
あったが、この機会を利用し、①本人又はキーパー
ソンからの確実な情報収集②病棟担当薬剤師の初回
面談及び情報収集時間の短縮③副作用歴、アレルギ
ー歴、手術目的患者の術前中止薬の確認の徹底のた
め、昨年より、予約入院患者に対し持参薬を預かる
際に問診票による患者基本情報の収集を開始した。
また、預かったお薬手帳、薬の説明書などの返却ト
ラブル防止のためお薬窓口にカメラを設置し、写真
撮影システムを導入した。今回これらについて、問
診票活用による病棟薬剤業務の有用性と効率化、医
療安全への貢献の両面から考察したため報告する。
【方　　法】
１）お薬窓口問診票の導入：病棟の初回面談にて聴
取する内容（副作用歴など）、入院前からの中止薬、
中止時期を記入するお薬窓口問診票を作成し（図
１）、電子カルテ化することで、院内のパソコンで
どこでも見られるように設定した。また、問診票導
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主な項目：
・副作用歴　　　・アレルギー歴
・健康食品、サプリメント、栄養剤摂取歴
・中止薬の有無（あれば薬剤名と中止日を記入）
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入により病棟での業務量や業務時間の短縮など有形
効果があるか、問診票の確認により医療安全上のリ
スク回避に繋がった症例があるかについて病棟担当
薬剤師を対象にアンケートを行った。（回収率100
％）
２）写真撮影システムの導入：お薬窓口の天井に撮
影カメラ（トーショー「投薬記録システム」）を設
置し、お預かりする持参薬をお薬手帳やお薬の説明
書を含めて撮影し（図２）、麻薬の受け取りや退院
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時の返却などのトラブルに対する効果を評価した。
【結果および考察】
１）病棟薬剤師のアンケートから、薬剤師が全員お
薬窓口問診票を確認しており、事前に情報収集でき
ることから効率的になったと感じる薬剤師が多いこ
とがわかった。 
　しかし、初回面談時には副作用歴などをもう一度
直接患者本人に確認している薬剤師がほとんどであ
るため、初回面談の時間短縮までは実感できなかっ
たと考えられる。また、術前中止薬についての欄を
設けたことによってインシデントで留められた症例
がみられたことは大きな成果といえる（図３、４）。
今後は回避例を集積し医療従事者にフィードバック
することによって注意を促していく。現行の問診票
に追加して必要な項目も上がったが、電子カルテに
入力する時間とのバランスも考慮しなくてはなら
ず、一概に増やせないため引き続き内容を検討して
いく必要がある（図５）。また、現在はお薬窓口で
持参薬を受け取るのがほぼ予約入院のため、今後病
棟での緊急入院患者においても検討を行っていく。
２）導入から現在まで、麻薬や退院時の返却忘れな
どのトラブルが起きていないため具体的な症例がな
く、アンケート結果も分かれた（図６）。今後起こ
りうるトラブル対策のために、退院時は撮影した画
像を確認できるようにして渡し忘れが無いように工
夫していきたい。
